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１．事業の目的 

 
インターネットは、社会生活の一部となり、買い物や予約申込み等は電話よりもむしろインターネット

を利用して行い、インターネット無しでは考えられないというほど、社会生活に浸透している。また、ス

マートフォンがフィーチャーフォンを上回って普及する現状では、インターネットへの入り口となる端末

は、パソコン、携帯電話からスマートフォン、タブレット端末、ゲーム機、音楽プレーヤーのように多様

化すると同時に、いつでも、どこでも、誰でもインターネットに接続して、利用できるものとなっており、

児童・生徒は保護者の目の届かないところで利用できるようになった。 

 

このように身近になったインターネットであるが、その利用により手軽に多くの情報を入手したり、見

知らぬ人々とコミュニケーションを取ったり、自宅での買い物も手軽にできるなど、様々なことが手軽に

かつ安全安心にできるようになると同時に、もう一方では児童・生徒がSNS や無料ゲームなどのコミュニ

ティサイトで犯罪などに巻き込まれる事例も発生している。 

 

日本教育情報化振興会では、児童・生徒の安全安心を願い「教育現場のＩＣＴ安全安心対策事業」を展

開しており、この中の一つの事業として「情報モラル指導充実のための事業」を実施している。 

 

これまで、インターネットには危険な面があるということで児童・生徒をそれらから遠ざけるのではな

く、子どもたち自身がインターネットを上手に使い、上手に付き合っていけるようにすることが大切であ

るという考え方に基づいて「ネット社会の歩き方セミナー」を開催してきた。これは、直接、児童・生徒

と保護者に対し、ネット社会をどう歩いていけばよいのかを指導、啓発するセミナーであったが、学習指

導要領の総則に「各教科等の指導にあたっては…情報モラルを身につけ…」と記載されたことを契機に、

全ての教員が、全ての教科で情報モラル指導をできるように、その指導法、教材や現在児童・生徒の抱え

ている問題点など最新の情報を提供することを目的として、平成２３年度から公益財団法人ＪＫＡの補助

をいただき、情報モラル指導の講師を育成すべく「情報モラル指導充実のための事業」を行い、教職員や

教育委員会の指導主事などを対象としたセミナーを開催して、今年度はその７年目にあたる。正しい指導

方法を広く展開することを重要な観点として、セミナー参加者がその地域の教育委員会や学校に戻り、そ

こで講師として指導ができるための教材と指導方法を伝える資料を用意し、裾野を広げるための活動とし

ている。 
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２．作業項目とスケジュール／作業体制 

 
(1) 作業項目とスケジュール 

 作業項目とスケジュールは下記の通りである 

 

図表１ 作業項目とスケジュール  

平成２８年 平成２９年
作業項目  4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月

委員会開催 　 ▼① ▼② ▼③ ▼④ ▼⑤ ▼⑥
16 11 3 7 2 9

開催地公募 ---▼

テキスト改訂   ▲------------------------------▼

セミナー開催    ▲-----------------------------▼

学習教材開発     ▲-------------------------------------------------------▼

成果発表会 ▼
3

 

 

(2) 委員会の設置 

本事業では有識者で構成する「ネット社会の歩き方講師育成セミナー検討委員会」を組織して作業に取

り組んだ。全６回の検討委員会を開催し、作業スケジュールの策定、セミナー開催地の公募と採択、セミ

ナー用テキストの改訂、セミナー開催時の講師、学習教材の企画と開発、成果発表会での報告等、本事業

の全体を管理した。 

また、セミナー用テキストの改訂の実作業、セミナー開催地の教育委員会との連絡、セミナー開催準備、

学習教材開発の実作業等は事務局が担当した。 

   

図表２ 委員一覧 

所属 役職及び氏名 

鳴門教育大学大学院 准教授         藤村 裕一 

岐阜聖徳学園大学 教授          石原 一彦 

元東京女子体育大学          榎本 竜二 

環太平洋大学 教授          梶本 佳照 

エンゼル学園 子育て支援センター長  勝見 慶子 

東京都台東区立 浅草小学校 校長          木村 和夫 

東京都台東区立 教育支援館 研修専門員       佐久間茂和 

千葉学芸高等学校 校長          高橋 邦夫 

柏市立第二小学校 校長          西田 光昭 

千葉大学教育学部 附属中学校 副校長         三宅 健次 

   

図表３ 事務局等の体制 

所属 役職及び氏名 役割 

一般社団法人 

日本教育情報化振興会 

         専務理事 森本 泰弘 責任者 

 同上 調査・研究開発部     部長 吉田 真和 総括・研修対応 

 同上 総務部    総務担当部長 赤松伊佐代 JKA対応・連絡窓口 
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( 3) 委員会の開催 

 委員会は年間で６回の開催とし、適宜日程を調整した。急を要する場合にはメールによる検討・決議を

行った。予定通り年間６回の委員会を開催した。 

それぞれの開催日、議題は下記の通りである。 

 

図表４ 委員会開催実績 

開催回数 開催日 議題 

第１回 28. 5 .1 6 ・年度スケジュールの確認 

・セミナー開催地採択と担当委員の選定 

・セミナー用テキスト改訂カ所の検討 

・ユニット教材のｉＯＳへの対応について 

・「ネット社会の歩き方」作問委員会の立ち上げについて 

第２回 28. 7. 11 ・更新するコンテンツについて 

・情報モラル指導指標開発委員会との意見交換 

第３回 28. 9 . 5 ・更新するコンテンツについて 

-  修正の確認及び内容の確定 

-  学習教材のシナリオ検討 等 

第４回 28.10. 7  ・講演：「今、インターネットで起きているトラブルについて」 

違法・有害情報相談センター センター長 桑子博行様 

第５回 28.12. 2  ・次年度に更新するコンテンツについて 

-  執筆担当の決定 

・教育の情報化推進フォーラムのパネル討論について 

・今後の情報モラルコンテンツについて 

第６回 29. 1. 9  ・新規教材について 

-  テーマ名「ネット社会の歩き方ナビカード」 

-  企画・スケジュール・構成の検討 

-  各部会（幼小・小中・中高・保護者）の検討および報告 

 

 

(4) 開催地の公募 

 開催地の公募は、教育委員会の意向もあり1前年度の １月より行った。日本教育情報化振興会 のＷｅｂ 

ページで公開すると共に、全国の都道府県と中核市以上の教育委員会約１００カ所へ下記内容の案内状を

送付した。 

 1)テーマ 

    「情報モラル教育指導のポイント」 

 2)開催時期と時間 

    平成２８年 ６月から平成２８年１２月の間の午後、最低 ２時間３０分 

 3)対象受講者と会場あたりの定員 

    指導主事、教職員   約５０名程度（目安） 

 4)開催会場 

    地方自治体等の無償で利用できる会場 かつ 受講者がパソコンを使用可能な会場 

 5)セミナーの具体的な内容 

  講師育成セミナー検討委員会と貴教育委員会の協議で決定する 

  

 

 

                                         
1通常、地方自治体の教育委員会は教員研修計画を前年度の 2月頃に策定している。この計画に組み込むために、本事業で

実施するセミナーの採択に関しても早期の決定を求められている。 
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6)セミナーのプログラム（例） 

 ・データから見るネット社会の現状 

 ・情報モラルの指導（理論編および実践編） 

 ・「ネット社会の歩き方」の活用 

 ・その他の教材の紹介 

 ・保護者との関わり 

 ・問題発生時の対応 

  ・ワークショップ 

 

(5) セミナー用テキストの改訂 

 セミナー用テキストの中には、携帯電話・スマートフォンの保有率やネット上のトラブル発生状況等、

年々変化する数値データがあるため、中央省庁が発表している最新データに更新した。 

また、スマートフォンを保有する比率が増え、アプリの進展による新しいＳＮＳのサービスや問題にも

対応する必要があった。このように世の中の動きを反映したセミナーとするために、委員の意見に基づき

（過去一年間程度のネット上のトラブルやリスクの中から喫緊の課題と考えられる事案を取り込む）資料

の差し替えを行った。     
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３．セミナー開催 

 
(1) セミナー開催 

 本事業で提供するセミナーは、全国の教育委員会が主催している教員向け研修会の一プログラムとして
実施される場合が多い。この関係で、教員が比較的時間を確保し易い、夏休み期間に開催が集中している。

教育委員会の指定が無い場合は以下のプログラムでセミナーを実施することとした。 

   

 

図表５ セミナー開催実績 

開催回数 開催日 開催場所 講師 人数 

第１回 

（中止） 

28. 5 .  9 熊本市教育センター 

（地震災害のため中止） 

榎本委員  －名 

第２回 

 

28. 6 . 15 長野県総合教育センター 藤村委員長  38名 

第３回 28. 6 . 17 堺市教育センター 

 

石原委員 17名 

第４回 

 

28. 7 .  8 和歌山県教育センター 学びの丘 石原委員  32名 

第５回 28. 7. 28 市川市教育センター 

 

三宅委員 57名 

第６回 

 

28. 8.  1 千葉市教育センター 高橋委員  60名 

第７回 

 

28. 8.  5 ＫＣＳ福岡情報専門学校 榎本委員  16名 

第８回 

 

28. 8. 22 鹿児島市立学習情報センター 佐久間委員  24名 

第９回 

 

28. 8. 23 佐賀県教育庁（第一部） 西田委員  36名 

第１０回 

 

28. 8. 23 佐賀県教育庁（第二部） 西田委員長  56名 

第１１回 

 

28. 8.2 6 

 

西宮市教育委員会 梶本委員  55名 

第１２回 29. 3. 3 教育の情報化推進フォーラム 

（オリンピックセンター） 

藤村委員長 

他 6名 

240名 

合計   

 

 631名 
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図表６ 長野県総合教育センターでのセミナー風景（平成２８年６月１５日） 

 
                                         

図表７ 堺市教育センターでのセミナー風景（平成２８年６月１７日） 

  
 

図表８ 和歌山県教育センター 学びの丘 でのセミナー風景（平成２８年７月８日）  

 
 

図表９ 千葉市教育センターでのセミナー風景（平成２８年８月１日） 

  
 

図表１０ 佐賀県教育庁でのセミナー風景（平成２８年８月２３日） 
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(2) セミナー開催団体の所感 

セミナー開催団体の所感を以下に抜粋する。 

1)子供たちに分かりやすく情報モラルを考えることが出来そうである。多くのヒントを頂いた。 

2)情報モラルの教育は価値観の変容、そして思考・判断をしにくいことについて共感した。 

3)データから浮かび上がる児童生徒の実態の解説から、ネット 社会の現状や問題点について確認する

ことができた。 

4)すぐに使えるデータがありがたい、指導のイメージをつかむことができた。 

5)提供された教材を利用して授業をしてみたい。 

 
図表１１ セミナー開催団体の所感 

開催場所 講師 所感 

長野県総合教育センター 藤村 委員長 ・沢山のアイディアと情報を得ることができた。

今後も様々な場面での活用などを考えたい。 

・情報モラルの教育は価値観の変容、そして思

考・判断をしにくい場面が大切ということに

ついて共感した。 

・授業を考えるワークショップはとても有効で

ある。アウトプットすることで授業イメージ

が具体化出来ると思った。 

・必ず今後の教育活動研修に活かせると感じた。 

・楽しく参加させていただき、活用したいとい

う意欲が沸いてきた。 

・活用ワークショップが勉強になった。 

・ネット社会の歩き方コンテンツを全て視聴し、

授業に役立てたいと思った。 

・良いアイディアを沢山いただき、ありがとう

ございます。 

・良い教材を無料で使えるのが良い。活用させ

ていただきます。 

堺市教育センター 石原 委員 ・昨年度に引き続き参加しました。自分の中で

１本柱ができ、ネットいじめ防止について 

職員に周知できるようになった。 

・現場経験された講師の先生のお話は、説得力

があり、今後も参加したいと思った。 

・養護教諭として子どもに関わる際の参考にな

った。 

・研修で使用された資料やアプリがダウンロー

ドできると嬉しい。 

・小中連携して、情報モラル教育を推進する予

定なので、大変役に立った。 

・「ネットいじめ防止プログラム」実施事業に

おける、児童生徒に対する「ネットいじめ防

止」授業の実施を予定している。また、「堺

市立学校 スマホ・ネット ルール５『まも

るんやさかい』」の取組を推進するための参

考とする予定である。 

・問題の深刻さやいつどんなことでふりかかっ

てくるかわからない怖さを感じました。 

・実際に起きた事例の詳細が聞けて、軽い気持

ちで扱うと大変なことになることに気付き、

危機感を持つことができた。 
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和歌山県教育センター 石原 委員 ・すぐに使えるデータがありがたい、指導のイ

メージをつかむことができた。 

・実践例が現場でイメージしやすい。 

・自分自身が情報モラルに関する出来事を軽く

考えている部分があったので、改めて考え直

すことができた。 

・「情報モラル研修」に参加したことがない先

生が多く、授業や研修の実施に大変役に立つ

内容であったことが好評につながり、全体的

に実りのある研修であった。 

・事例紹介が多く、教材として生徒につｔあえ

る材料が増えてありがたかった。 

・家庭内も含めて、ルールを作るのは本当に良

いと思った。作ったルールを守るという考え

方は良いことと思った。 

・生徒向けのネットトラブル等の情報モラル授

業を実施予定です。 

市川市教育センター 三宅 委員 ・子供たちに分かりやすく情報モラルを考える

ことが出来そうである。多くのヒントを頂い

た。 

・短い時間で要になる部分が学べた。 

・学校で情報共有が出来そうである。 

・本セミナーの受講者が各学校における情報モ

ラル教育の中心となって校内研修を行い、情

報モラル教育の中心となる予定。 

・各グループの発表内容を、各学校の PCからア

クセスできる共有スペースに保存することに

より、活用をすすめる。 

・ワークショップが大変勉強になった。 

・すぐに実践ができそうな内容だった。 

・教材がたくさんあることがわかった。 

千葉市教育センター 

 

高橋 委員 ・情報モラル教育の最新の指導法を丁寧に教え

ていただいき、参加者は意欲的に研修を受講

していた。資料も数多く提供していただき、

校内研修でも利用できると好評であった。 

・毎年情報セキュリティ研修、情報モラル研修

を実施しているが、来年度も実施する方向で

ある。 

・映像などもあり、知らなかったこと、知って

いるが詳細を知らないことなどが分かり、と

ても良かった。 

・どのような教材があるのか、どこにアクセス」

すればよいのかわかってとても役に立った。 

・普段の身の回りのことにも大変参考になりま

した。 

・時代に合った良い教材だと思った。 

・とても使いやすい教材ばかりだった。 

ＫＣＳ福岡情報専門学校 榎本 委員  初めて「情報モラル」に関する研修会に参加

する先生方も多く、研修会場は最初、緊張した

雰囲気でしたが、榎本先生のユーモアあふれる

挨拶で一気に会場が和みました。 
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講師育成セミナーのオープニングとして、子供

たちがどのようにネット社会に関わり、 

どういう意識を持っているのか、それがなぜ危

険なのかというポイントを15分程度で説明して

いただいたことで、参加者への情報モラル教育

の必要性の動機づけになりました。 

教材となるＷｅｂサイト（ネット社会の歩き方）

を実際に見て内容確認する際は、どの先生も時

間ギリギリまで操作されていました。 

Ｗｅｂサイトを用いての実際の授業形態をグル

ープに分かれて、発表しましたが、どのグルー

プも工夫を凝らし考えて実施されていました。

発表後に榎本先生がコメントをしてくださり、

アンケートでも「実際の授業に役立ちます」と

の記述がありました。 

研修会終了後も、参加者同士で意見交換をす

る風景もみられ、先生方にとって非常に有意義

な研修会であったことと実感しました。 

高校教員・生徒・保護者などに対して「情報

モラル」講演を実施しており、高校から高い評

価を頂いております。今年度は、中学校・小学

校からの依頼もあり、情報モラルの必要性とネ

ット社会への関わりの低年齢化を痛感しまし

た。 

鹿児島市教育センター 佐久間 委員 講演は、情報モラル教育の総論や「ネット社

会の歩き方」（最新の状況を反映した教 材資料）

の紹介、授業の進め方等、受講生に分かりやす

く丁寧に行われていた。 また、ワークショップ

による演習は、研修計画、授業プランの作成、

グループによる 発表等で受講生が実践的なイ

メージをもつことができた。 アンケートの結果

も、｢多くの先生方と意見交換ができて、有意義

な時間となった。｣ 「情報モラルの指導につい

て、最新の情報を知ることができた。」など受

講生が大変満 足しており、充実したセミナーを

開催できたと考える。 

本センターでは、教職員の情報モラルや情報

セキュリティに関する意識の更なる向 上が必

要であると考え、校内研修等でも、これらに関

する内容を実施するように指導 している。 今

後も、今回のようなセミナーを通して、各学校

において情報モラルの推進リーダー を育成し、

情報モラル教育の充実が図られるようにした

い。来年度も引き続き計画して いきたい。 

佐賀県教育庁(一部・二部)  西田 委員 講演では、情報モラルに関する様々な課題を

国のデータを基に示していた だき、そのデー

タから浮かび上がる児童生徒の実態を解説し

ていただきながら、ネット 社会の現状や問題

点について確認することができた。  

受講者からは、西田先生の話を聞いて「自分

が如何に課題を把握できていなかったか」 や
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「自分自身がよく分かっていないということ

を痛感した」などの感想が多く聞かれた。 ま

た、ワークショップでは、研修講師を育成する

という趣旨に基づき、情報モラルに 関する研

修会をプランニングするという課題が出され、

参加者も校種を越えて意欲的に 取り組んでい

た。教員を対象にした研修プランや保護者啓発

のための研修プランを作成 するグループが多

く、今後の各学校における研修での活用が期待

されるものであった。 

児童生徒を取り巻くネット社会の現状と課

題について、受講者がそれぞれ認識を深 める

ことができ、情報モラル教育の実践意欲の喚起

につながったことが成果である。 また、「ネ

ット社会の歩き方」を含め、インターネット上

には授業や研修にすぐに活 用できる教材・資

料が豊富に提供されていることを受講者が実

感でき、今後の活用に繋 がるものと期待され

る。 

本県の県立学校では、情報モラル教育の充実

のため、生徒や教員を対象とした研修会 を実

施することにしており、本日の研修の成果が還

元できるものと考えている。 

西宮市教育センター 梶本 委員 参加人数は、８名と少なかったが、梶本先

生が受講者一人一人に質問を投げかけたり、

ペアで話し合いをさせたり、実際のデジタル

コンテンツを体験させたりと、様々な学習形

態をとってくださったので、受講者は終始意

欲的に取り組むことができた。参加者それぞ

れがありのままの意見を述べることができた

ので、様々な実践や日々感じていることを皆

で共有することができた。 

参加された教職員にとって、講義有り、体

験有り、豊かな教材有りと大変有意義な研修

であったと思われる。一方で、他校でこの研

修の参加を促した時、「情報モラルは別に…」

と消極的な返事であった。「授業で生かせる

タブレット操作研修や事例紹介研修だったら

行くのに…」という声も聞かれた。 

情報モラル・セキュリティについて、教職

員の意識と必要感の向上をねらい、研修を企

画する側が、もっと現場レベルの情報収集に

努めていかねばならないと感じた。また、次

回この研修を企画する際は、市内小中学校の

全情報担当者が出席しなければならない[悉

皆研修]にするなど、研修のあり方にも工夫が

必要であると感じた。 
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(3) 受講者へのアンケート 

 セミナー内容を改善するために受講者へ下記アンケートを実施した。 

 
図表１２ 受講者向けアンケートシート（おもて） 
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図表１３ 受講者向けアンケートシート（うら） 
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1)受講者プロフィール 

 セミナー受講者のプロフィールを図表 14から 18にまとめた。 

 
① 性別年代別受講者数 

 どの年代においても、男性受講者の方が多い。年代別では 30歳台次いで 40歳台となっている。 

 
図表１４ 性別年代別受講者数（単一選択）  

  20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 無回答 合計 

男性 37 60 62 48 2 0 0 209 

  17.7% 28.7 % 29.7% 23.0% 0.1% 0.0% 0.0%   

女性 15 17 17 16 0 0 1 66 

  22.7% 25.8% 25.9 % 24.2% 0.0% 0.0% 0.0%   

無回答 0 0 0 0 0      0 14 14 

合計 52 77 79 64 2 0 15 289 

  20.1% 31.7% 26.9% 17.9% 2.6% 0. 0% 5. 0%   

 

 
② 学校種別受講者数 

 全国の学校種別の教員の人数が、小学校：中学校：高等学校＝１．０：１．４：１．５であることを鑑

みると、中学校・高等学校での教員の比率が昨年より増えてきている。 

 

図表１５ 学校種別受講者数（単一選択） 

学校         

行政 その他 無回答 

合計 

小学校 中学校 
高等学

校 

特別支

援学校 
その他   

106 66 72 10 3 16 2 14 289 

36.7% 22.8 % 24.9% 3.5% 1.0% 5.5% 0.7% 4.8%   
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③ 役職別受講者数 

 一部の熱心な校長先生や教頭先生が受講されているが、教諭が圧倒的に多い。 

 

図表１６ 役職別受講者数（単一選択） 

校長 副校長 教頭 教諭 指導主事 その他 無回答 合計 

2 0 8 215 25 29 10 289 

0.7% 0.0% 2.8% 74.4% 8.7% 10.0% 3.5%   

 

 

④ 分掌分野別受講者数 

 勤務校で情報教育を担当されている先生が多いが、次いで「生徒指導」担当の先生が多い。 

 

図表１７ 分掌分野別受講者数（複数選択） 

教科指導 生徒指導 教務 情報教育 研修 その他 合計 

94 55 41 88 38 56 372 

25.3% 14.8% 11.0% 23.7% 10.2% 15.6%   

 

 

⑤ 担当教科別受講者数 

 担当教科別に特に偏りは無い。 

 

図表１８ 担当教科別受講者数（複数選択） 

小学校 情報 技家 国語 社会 数学 理科 

99 23 11 7 22 46 27 

英語 音楽 美術 書道 保健体育 その他 合計 

4 5 6 2 13 53 318 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 16 

2)受講者のこれまでの情報モラル研修との関わり 

 セミナー受講者のこれまでの情報モラル研修との関わりを図表 19から 21にまとめた。 

 

① 過去の受講経験 

 過去に情報モラル研修を受講したことの無い先生の方が多かった。 

 

図表１９ 過去に、情報モラル指導者を養成する研修会に参加したことがあるか（単一選択） 

ある ない 合計 

92 197 289 

31.3 % 69.7%   

 

② 過去の講師経験 

 過去に情報モラル研修を企画したことが無い先生の方が多かった。 

 

図表２０ 過去に、情報モラルに関連したセミナー・研修の企画や講師を行ったことがあるか（単一選択） 

ある ない 合計 

31 258 289 

10.7% 89.3%   

 

 

③ 本セミナーの受講動機 

 「上司からの指示」の割合は少なくなってはいるが、積極的に受講されている先生は少ないと思われる。 

 

図表２１ 本セミナーの受講動機（単一選択） 

１：情報教育の担当をしているため 74 23.2% 

２：情報モラル指導のレベルアップのため 127 39.8% 

３：上司からの指示があったため 78 24.5% 

４：その他 40 12.5% 

回答数 319   
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3)本セミナーに対する評価 

セミナー受講者のセミナー評価を図表 22から 23にまとめた。 

 

① 本セミナーは、今後の情報モラル研修会実施上の参考になるか。 

98.9% の受講者が有用と考えている。 

 

図表２２ 本セミナーの有用度（単一選択） 

参考にならない <<<<<<  参考になる 

1 2 3 4 

2 1 64 201 

0.7% 0.4% 23.9% 75.0% 

  
3or4 の回答比率 

  
98.9%   

 

 

② 本セミナーで利用した教材は、今後の情報モラル研修会に活用できるか。 

95.1% の受講者が教材を活用できると考えている。 

 

図表２３ 本セミナー教材の有用度（単一選択） 

活用できない   <<<<<<   活用できる 

1 2 3 4 

1 2 67 196 

0. 4% 0.8 % 25.2% 69. 9% 

  
3or4 の回答比率 

  
95.1%   
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4)今後のセミナー開催予定 

 セミナーの開催を具体的に考えている先生が少ないことは今後の課題と考えている。 

     

図表２４ 今後のセミナー開催予定（単一選択） 

１．セミナー、研修会などの開催する     35 12.7% 

２．現時点で予定はないが、可能な規模・内容で計画したい 133 48.4% 

３．セミナー、研修会など開催の予定はない   92 33.5% 

４．その他         15 5.4% 

回答数           275   
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４．成果発表会 

  
 当事業の活動内容を広く広報するために、平成２８年度 JAPET&CEC 教育の情報化推進フォーラムにお

いて「タブレット・スマホ時代の情報モラル教育実践上の課題と進め方 ～ネット社会の歩き方～」と題

して分科会A2 を開催した。 

 

 分科会の概要は以下の通りである。 

 ・開催日時  平成 29年 3月 3日  15時 30分～16時 30分 

 ・国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 

  ・来場者数    240名 

  ・プログラム  中学校区での小中連携による情報モラル指導プログラム 

事実はコンテンツよりも奇なり 

                タブレット・スマホ時代の情報モラル教育実践上の課題と進め方 

                大学生が「情報モラル教育」をどう捉えているか 

                   -  大学生への質問紙調査より – 

                幼児期から始まる情報モラル教育 

                経験の前に正しい知識を 

 

図表３０ 成果発表会の様子 パネル討論(その１)   

 
 

図表３１ 成果発表会の様子 パネル討論(その２)  

 
 

図表３２ 成果発表会の様子 質疑応答 
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５．まとめ 

 
 近年のＩＣＴ機器の進展は目覚ましく、個々のハードウェアやソフトウェアに対応した情報モラル教育

は事実上不可能になっている。学校教育でよく言われる「流行と不易」を、教える側が良く考え取り組む

必要がある。 

 

スマートフォン、携帯ゲーム機の普及により、平易にいつでもどこでもインターネットを利用できる環

境が子どもたちに急速に拡大した。それらの変化により誹謗中傷や言葉不足からのいじめ、ネット犯罪の

被害や更に加害者となる事例、生活に支障をきたすまでのネット利用などの事例が更に深刻化した。今回

の事業は、子どもたちに有効な情報モラル指導を実施させ、充実したコミュニケーションを取れるための

指導を行い、更にネット依存の手前で立ち止まるための指導を行えるための対策とした事業を実施した。 

ここにおいて、公益財団法人ＪＫＡの補助金を原資として、日本教育情報化振興会が情報モラル指導の

教材開発と教員向けセミナーを開催することは非常に社会的に価値があると考えている。文部科学省の学

習指導要領に基づいた「不易」の部分に関する指導方法の研修と、マスコミへの掲載記事に基づいた「流

行」の部分に関する最新の事故、事件、リスク回避方策の伝達は、日々児童・生徒と接している教員にと

って指導時の参考になっている。 

 

日本教育情報化振興会では、「不易」な面での道徳を中心とする「心を磨く」領域の教材提供に特に力

を入れていきたい。一方で、「流行」の面では情報を中心とする「情報の知識」「情報の理解」領域の教

材提供に力を入れていきたい。具体的には来年度も教員向けセミナーの開催と次期学習指導要領に対応し

たカード型学習教材の開発を予定している。 

 

最後に、少しでも多くの教員が情報モラル指導を実践できるよう、日本教育情報化振興会および委員全

員が啓蒙活動に邁進する所存である。 

 

以 上 
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１．事業の目的 

 
インターネットは、社会生活の一部となり、買い物や予約申込み等は電話よりもむしろインターネット

を利用して行い、インターネット無しでは考えられないというほど、社会生活に浸透している。また、ス

マートフォンが普及している現状では、インターネットへの入り口となる端末はパソコン以外に、スマー

トフォン、タブレット端末、ゲーム機、音楽プレーヤー、ウェラブル端末のように多様化すると同時に、

いつでも、どこでも、誰でもインターネットに接続して、利用できるものとなっており、児童・生徒は保

護者の目の届かないところで利用できるようになった。 

 

このように身近になったインターネットであるが、その利用により手軽に多くの情報を入手したり、見

知らぬ人々とコミュニケーションを取ったり、自宅での買い物も手軽にできるなど、様々なことが手軽に

かつ安全安心にできるようになると同時に、もう一方では児童・生徒が SNS や無料ゲームなどのコミュニ

ティサイトで犯罪などに巻き込まれる事例も発生している。 

 

日本教育情報化振興会では、児童・生徒の安全安心を願い「教育現場のＩＣＴ 安全安心対策事業」を

展開しており、この中の一つの事業として「コミュニケーション力育成のための事業」を実施している。 

 

文部科学省の学習指導要領では「言語活動の充実」と記載されているものの、具体的な内容は現場の教

員に任されている。我々は、全国の教員に対する実態調査から、言語活動のスキルレベルを協調的段階と

しての「対話」「交流」と、主張的段階としての「討論」「説得・納得」の４つの段階に分類すると共に

児童の発達段階に応じた指導方法を整理した。 

 

そして全国の教育委員会でセミナーを開催できるように、以下のような研修モジュールとして既にまと

めている。 

A:理論概説 

B:課題改善 

C:参加体験 

C- 1:パネル討論 

C- 2:ブレーンストーミング 

C- 3:ブレーンストーミング＋ＫＪ法 

C- 4:イメージマップ 

C- 5:バズセッション 

C- 6:ポスターセッション 

研修会の開催に際しては、この研修モジュールを組み合わせて実施することとした。 

 

今年度は、５地域（福岡、大阪、金沢、東京、仙台）において、本セミナーや研修会を公益財団法人 JKA

の補助金を受け行ってきた。 

セミナーは、趣旨説明、基調講演、模擬授業・ワークショップ、統括パネルで構成されており、２１世

紀型コミュニケーション力育成をめざす参加体験型セミナーとなっている。 

タブレット端末、思考表現ツール、ジグソー学習等を活用して学び合う、主体的・対話的で深い学びを

提案するものである。 
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２．作業項目とスケジュール／作業体制 

 
(1) 作業項目とスケジュール 

  作業項目とスケジュールは下記の通りである。 

 

図表１ 作業スケジュール  
平成２８年 平成２９年

作業項目  4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月

委員会開催 ▼① ▼②
29 5

テキスト改訂   ▲---▼

セミナー開催 ▼① ▼② ▼③ ▼④ ▼⑤
29 4 29 18 4
金沢 大阪 福岡 仙台 東京

学習教材開発     ▲-------------------------------------------------▼

成果発表会 ▼
4

 
 

(2) 委員会の設置 

本事業では有識者で構成する「コミュニケーション力育成検討委員会」を組織して作業に取り組んだ。

全２回の委員会を計画し、作業スケジュールの策定、セミナー開催地の公募と採択、セミナー用テキスト

の改訂、セミナー開催時の講師、成果発表会での報告等、本事業の全体を管理した。 

また、テキスト改訂の実作業、開催地の教育委員会との連絡、セミナー開催準備は事務局が担当した。 

   

図表２ 委員一覧 

所属 役職及び氏名 

放送大学 教授     中川 一史（委員長） 

鹿児島大学 講師     山本 朋弘（副委員長） 

金沢星稜大学 教授     佐藤 幸江（副委員長） 

船橋市総合教育センター 所長     秋元 大輔 

鳥取県岩美町立岩美中学校 教諭     岩崎 有朋 

柏市立教育委員会 教頭     佐和 伸明 

板橋区立上板橋第四小学校 主幹教諭   浅井 勝 

金沢市立大徳小学校 教諭     山口 眞希 

仙台市立六郷小学校   校長       菅原 弘一 

茨城大学 准教授        小林  祐紀 

八代市立八代小学校 教諭     樋口 勇輝 

 

図表３ 事務局等の体制 

所属 役職及び氏名 役割 

一般社団法人日本教育情報化振興会 常務理事・事務局長   小形日出夫 責任者 

 同上 調査・研究開発部 部長 吉田 真和 総括 

 同上 普及促進部  担当部長 渡邉 浩美 連絡窓口 

 同上 総務部       担当部長 赤松伊佐代 JKA対応 
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( 3) 委員会開催 

 対面での委員会開催の他、メールによる検討・決議を行った。委員会の開催日、議題は下記の通りであ

る。 

 

図表４ 委員会開催実績 

開催回数 開催日 議題 

第１回 28. 4 . 29 ・年度スケジュールの確認 

 *WG1: 21世紀コミュニケーション力育成セミナーの実施と評価 

  *WG2: 授業マイスターの選定と公開に関する検討 

  *WG3: コミュニケーションツール活用に関するパッケージの開発 

・セミナー開催地採択と担当委員の選定 

・テキスト改訂カ所の検討 

第２回 29. 2. 5  ・今年度開催予定のセミナーについて 

 1)2/18 (土)仙台セミナー 

   ①集客対策検討 

   ②セミナー内容の検討(NTT東日本コラボノートの活用方法） 

   ③今後のスケジュール説明 

 2)3/4 (土）教育の情報化推進フォーラム分科会検討 

   ①パネルディスカッション 

   ②模擬授業ワークショップ 

・今年度活動の総括 

 1)課題と来年度に向けた対策検討 

・来年度開催に向けての検討  

 1)７ヵ所開催予定の日程と会場説明 

2)講師陣の検討 

3)委員会開催日調整  

 

 

(4) 開催地公募 

 研修会の開催地は以下の要領で行った。 

 1)テーマ 

    「ＩＣＴ社会で学び合うためのコミュニケーション力の育成」 

 2)開催時期と時間 

    平成２８年 ５月から平成２９年３月の間の午後、最低 ３時間 

 3)対象受講者と会場あたりの定員 

    教職員   約１００名程度（目安） 

 4)開催会場 

    座席数１００名程度のセミナー会場(有料会場)  

 5)セミナーの具体的な内容 

  ＩＣＴ社会におけるコミュニケーション力の育成検討委員会と事務局の協議で決定する 

 6)セミナーのプログラム（例） 

     テーマ：ＩＣＴ社会で学び合うためのコミュニケーション力の育成 

① 趣旨説明： 放送大学 教授 中川 一史 

② 基調講演：「ＩＣＴ社会で学びあう子どもたちと協働学習」 

(一社)日本教育情報化振興会 会長 赤堀 侃司 

③ 模擬授業：「アクティブ・ラーニングでのタブレット端末等の活用」 

a.６年国語 「町の良さを伝えるパンフレットを作ろう」 

        佐賀県みやき町立中原小学校 教諭 横地千恵子 

        熊本県八代市立八代小学校  教諭 樋口 勇輝 

      b.５年総合的な学習の時間 「ストップ地球温暖化」 

        板橋区立上板橋第四小学校  教務主幹 浅井 勝 
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④ 総括パネル 

      放送大学   教授    中川 一史 

      金沢星稜大学 教授    佐藤 幸江 

      鹿児島大学教育学部 講師 山本 朋弘 

  

(5) セミナー用テキスト改訂 

 セミナー用テキストの中の誤字脱字を中心に改訂作業を行った。また、コミュニケーション力育成ツー

ルの差し替えを行った。 

 

 

３．セミナー開催 
 

(1) セミナー開催 

 本事業で提供するセミナーは、全国の小中学校が掲げている研究テーマの一プログラムとして実施され

る場合が多い。この関係で教員が比較的時間を確保し易い、土曜日や学校の休み期間に開催している。 

 

図表５ セミナー開催実績 

開催回数 開催日 開催場所 講師 人数 

第１回 28. 5. 28 金沢／金沢星稜大学 中川委員長 

山本副委員長 

佐藤副委員長 

山口委員 

岩崎委員 

106名 

第２回 28. 8.  4 大阪／関西教育 ICT展・インテックス大阪 中川委員長 

山本副委員長 

佐藤副委員長 

岩崎委員 

樋口委員 

140名 

第３回 28.10. 29 福岡／リファレンス博多駅東 中川委員長 

山本副委員長 

佐藤副委員長 

樋口委員 

浅井委員 

横路教諭 

赤堀会長 

 60名 

第４回 29. 2. 18 仙台／仙台市情報・産業プラザ（ネ！ットＵ） 中川委員長 

山本副委員長 

佐藤副委員長 

菅原委員 

山口委員 

石井教諭 

64名 

第５回 29. 3.  4 東京／教育の情報化推進フォーラム・オリンピ

ックセンター 

中川委員長 

山本副委員長 

佐藤副委員長 

秋元委員 

岩崎委員 

220名 

合計    590名  
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図表６ 金沢セミナー（金沢星稜大学）の様子（平成２８年５月２８日） 

 
 

図表７ 関西教育ＩＣＴ展（インテックス大阪）でのセミナーの様子（平成２８年８月４日） 

 
 
図表８ 福岡セミナー（リファレンス博多駅東）の様子（平成２８年１０月２９日） 

 
 
図表９ 仙台セミナー（仙台市情報・産業プラザ）の様子（平成２９年２月１８日） 

 
 

図表１０ 東京セミナー（オリンピックセンター）での模擬授業の様子（平成２９年３月４日） 

 
 



 27 

(2) セミナー参加者の所感  

セミナー参加者の所感を以下に抜粋する。 

1)  子供たちが主体的に授業に参加できる方法として、効果的だと思った。 

2)  ジグソー学習／パネルディスカッションでの先生方の取るべき姿が見れ、参考になった。 

3) 主体的・対話的な学びから、自分の思考が深化していく学習過程のモデルを提案していただいた 

ことで、どの教科でも応用することがと強く感じた。ＩＣＴの活用がすごいのではなく、授業設 

計がすごいと感じた。 

4)  タブレットを持つことで、「発表したい」「伝えたい」意欲は高まると思うので、国語や総合の 

プレゼンの場面で活かせると思う。 

 5)  総合的な学習で、本校の特色や町の特産物などをＰＲするような内容を考えている。是非、ＩＣＴ 

をツールとした授業をすすめコミュニケーション力を育成し、地域とつながっていきたい。 

 

図表１１ セミナー参加者の所感 

開催回数 開催場所 所感 

第 1回 金沢セミナー（金沢星稜大学） ・理科や算数など児童の思考を可視化することで授

業が深まる教科に良いと思った。 

・子供たちが主体的に授業に参加できる方法とし

て、効果的だと思った。 

・ＩＣＴの活用によって児童たちが楽しく学べる環

境を作りたい。 

・体育だけに限らず、コミュニケーション力という

のは、どの世界でも必要であるし、役に立つ。 

・ジグソー学習を用いる場面、またパネルディスカ

ッションでの先生方の取るべき姿が見れ、参考に

なった。 

・学習課題の立て方が、全教科において参考になっ

た。 

・児童の考えの見える化と効果的な発表が参考にな

った。 

・ジグソー学習によって、説明・説得の必要感が高

まると思った。 

・理科で実験結果を共有するのに役に立ちそうだと

思う。 

・総合教育センターの調査研究事業のヒントになっ

た。 

・楽しく学べた、参考に授業で使っていきたい。 

・今年タブレットを導入するので、学校全体の取組

となっている。このセミナーにより、授業のモデ

ルがひとつ見えたので、実際の事業で試してみた

いと思う。 

・今、学校現場で求められている授業形態と実践の

ポイントとワークショップによる理論の整理が

でき参考になった。 

・とても学ぶところが多かった。 

・皆さんがとても一生懸命に学んでいて関心させら

れた。 

・これから学校の授業でも、ＩＣＴの時代がきたと

実感した。 

・理科、社会に利用できると思った。 

・模擬授業が楽しかった。実際の授業で実践してみ

たい。 
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第３回 福岡セミナー（リファレンス博

多駅東） 

・ＹｏｕＴｕｂｅの活用方法が参考になった。 

・学生にコミュニケーションがなぜ必要かを協働的

な活動をする際の留意点として、授業時に明確に

示すことができるようになる。 

・総合、社会、理科、生活を中心にいろいろな教科

に役立つと思う。 

・ジグソー学習の良さが感じられた。 

・日常の授業での基礎となるものを学ぶことができ

た。 

・主体的・対話的な学びから、自分の思考が深化し

ていく学習過程のモデルを提案していただいた

ことで、どの教科でも応用することがと強く感じ

た。ＩＣＴの活用がすごいのではなく、授業設計

がすごいと感じた。 

・ジグソー教育について取り入れたいと感じた。 

・道徳でやってもおもしろいと思った。 

・勉強になった。権限を持っている教育委員会の人

に聞いて欲しいし、意見も言ってほしい。 

・教師の「授業力の向上」生徒の「学力の向上」に

直結すると思った。 

第４回 仙台セミナー（仙台市情報・産

業プラザ） 

・他の教科でどのように使うか考えるモチベーショ

ン向上につながった。 

・自分の意見(調べたこと)、他人の意見(調べたこ

と)を少ない時間でエッセンスを伝え合う課題に

使える。 

・ピラミッドチャートがいろいろな場面で活用でき

ると思った。 

・教科単元というよりも、課題の設定や結論の出し

方など、いろいろと役立てて行きたいと思った。 

・タブレットを活用する授業のイメージができた。 

・タブレットを持つことで、「発表したい」「伝え

たい」意欲は高まると思うので、国語や総合のプ

レゼンの場面で活かせると思う。 

・子ども 1人 1台のタブレットを使用できる授業の

1つのイメージとして参考になった。今日の社会

「食料自給率」の題材で実際に事業を行ってみた

い。 

・総合的な学習で自校化を目指し、本校の特色や町

の特産物などを PRするような内容を考えてい

る。是非、ＩＣＴをツールとした授業をすすめコ

ミュニケーション力を育成し、地域とつながって

いきたい。 

・パネル討論の話が分かりやすく、とてもためにな

った。 

・講演、模擬授業、パネル討論という構成により、

考えが深まった。ぜひこのようなセミナーを続け

て欲しいと思います。 

・模擬授業体験は、子供側の立場でも思考や学びの

形を確認しながら行え、とても貴重な研修になり

ました。 
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( 3) 受講者へのアンケート 

 

セミナー内容を改善するために受講者へ下記アンケートを実施した。 

 

図表１２ 受講者向けアンケートシート（おもて） 
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 図表１３ 受講者向けアンケートシート（うら） 

 
 

 

 

 

 



 31 

 

1) アンケート集計結果 

セミナー受講者のアンケート集計結果を図表 14から 21にまとめた。 

 
① コミュニケーション力育成への興味・関心 

 今回の研修を受講して、コミュニケーション力育成への興味・関心が高まった思う受講者が多い。 

 
図表１４ コミュニケーション力育成への興味・関心（単一選択）  

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

104 32 4 0 0 140 

74.3 % 22.9% 3.8% 0.0 % 0.0%   

 

 
② コミュニケーション力育成の指導 

 今回の研修を受講して、今後のコミュニケーション力育成の指導に役に立つと思う教員がほとんどを占

める。 

 

図表１５ コミュニケーション力育成の指導（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

96 41 3 0 0 140 

68.6% 29.3% 2.1% 0.0% 0.0％   

 

 

③ コミュニケーション力育成や言語活動の充実 

 今回の研修を受講して、今後のコミュニケーション力育成や言語活動の充実での指導に自信を付けるこ

とができた受講者が大半を占める。 

 

図表１６ コミュニケーション力育成や言語活動の充実（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

25 99 16 0 0 140 

17.9% 70.7% 11.4% 0.0% 0.0％   

 

 

④ 研修満足度 

 今回の研修内容については、ほぼ満足している。 

 

図表１７ 研修満足度（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

95 43 2 0 0 140 

67.9% 30.7% 1.4% 0.0% 0.0％   
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⑤ 授業や指導の変化 

 今回の研修がきっかけとなって、今後の授業や指導が変わる教員が多数を占めている。 

 

図表１８ 担当教科別受講者数（複数選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

47 86 7 0 0 140 

33.6% 61.4% 5.0% 0.0% 0.0％   

 

 

⑥ 子供たちのコミュニケーション力 

 今回の研修がきっかけとなって、子供たちのコミュニケーション力が高まると回答した受講者がほとん

どであった。 

 

図表１９ 子供たちのコミュニケーション力の向上（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

38 92 9 1 0 140 

27.1% 65.7% 6.4% 0.7% 0.0％   

 

⑦ 意識の変化 

 今回の研修がきっかけとなって、コミュニケーション力育成や言語活動の充実に対する意識が変わった

受講者がほとんどであった。 

 

図表２０ コミュニケーション力育成や言語活動の充実に対する意識の変化（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

72 59 7 1 1 140 

51.4% 42.1% 5.0% 0.7% 0.7％   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 33 

⑧ 特にとりあげてほしい内容や知りたい内容 

 コミュニケーション力育成や言語活動の充実に関する内容で特にとりあげてほしい内容や知りたい内

容は、「授業研究・指導案改善」「コミュニケーション力育成の理論」「イメージマップ」が多かった。 

 

図表２１ 特にとりあげてほしい内容や知りたい内容（複数選択） 

１．授業研究・指導案改善     76 24.8% 

２．コミュニケーション力育成の理論 62 20.2% 

３．イメージマップ 43 14.0% 

４．ポスターセッション 28 9.1% 

５．ディベート 23 7.5% 

６．パネルディスカッション 20 6.5% 

７．ＫＪ法 19 6.2% 

８．ブレーンストーミング 16 5.2% 

９．バズセッション 10 3.3% 

10．能力表解説   10 3.3% 

 

 

 

2)学習活動の指導がどの程度行っているか 

セミナー受講者に次の学習活動をどの程度指導しているかについて、アンケート集計結果を図表 22から

35にまとめた。 

 

① 相手の考えに関心を持って聞く 

ほとんどの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２２ 指導程度［相手の考えに関心を持って聞く］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

20 89 2 0 0 140 

14.3% 63.6% 1.4% 0. 0% 0. 0％   
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② 自分の考えを相手に話す 

大半の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２３ 指導程度［自分の考えを相手に話す］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

26 80 5 0 29 140 

18.6% 57.1% 3.6% 0.0% 20.7％   

 

 

③ 相手の考えに共感しながら聞く 

大半の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２４ 指導程度［相手の考えに共感しながら聞く］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

11 81 16 1 29 140 

7. 9% 57.9% 11. 4% 0. 7% 20.7％   

 

 

④ 相手の話を受けて話したり質問したりする 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２５ 指導程度［相手の話を受けて話したり質問したりする］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

13 67 31 0 29 140 

6.4% 47.9% 22.1% 0.0% 20.7％   

 

 

⑤ 相手の考えを聞きながら、相手の目的や立場を理解する 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２６ 指導程度［相手の考えを聞きながら、相手の目的や立場を理解する］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

10 69 31 0 30 140 

7.1% 49.3% 22.1% 0.0% 21.4％   
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⑥ 自分の考えを整理しながら、目的や立場に応じて伝える 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２７ 指導程度［自分の考えを整理しながら、目的や立場に応じて伝える］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

17 68 25 0 30 140 

12.1% 48.6% 17.9% 0.0% 21.4％   

 

 

⑦ 相手の考えを聞きながら、考えの共通点や相違点を理解する 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２８ 指導程度［相手の考えを聞きながら、考えの共通点や相違点を理解する］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

21 74 14 0 31 140 

15.0% 52.9% 10.0% 0.0% 22.1％   

 

 

⑧ 考えの共通点や相違点を確認し合う 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２９ 指導程度［考えの共通点や相違点を確認し合う］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

18 75 15 1 31 140 

12.9% 53.6% 10.7% 0.7% 22.1％   

 

 

⑨ 話題について多様な考えを出し合い、受け入れる 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３０ 指導程度［話題について多様な考えを出し合い、受け入れる］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

23 72 14 0 31 140 

12.9% 51.4% 10.0% 0.0% 22.1％   
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⑩ 話題について多様な考えを出し合い、考えを深める 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３１ 指導程度［話題について多様な考えを出し合い、考えを深める］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

15 66 28 1 30 140 

10.7% 47.1% 20.0% 0. 7% 21.4％   

 

 

⑪ 自分の考えがわかってもらえたか相手の発言や表情で確認し、新たな説明の仕方を検討する。 

半数弱の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３２ 指導程度［自分の考えがわかってもらえたか相手の発言や表情で確認し、 

新たな説明の仕方を検討する］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

6 58 38 6 32 140 

9. 3% 41. 4% 27. 1% 4.3% 22. 9％   

 

 

⑫ 筋道立った説明をしようとしているか再考し、相手に伝える。 

半数弱の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３３ 指導程度［筋道立った説明をしようとしているか再考し、相手に伝える］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

7 60 36 6 32 140 

10.0% 42.9% 25.7% 4.3% 22.9％   

 

 

⑬ 議論について多面的な意見を出し合いながら、共通理解を深める。 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３４ 指導程度［議論について多面的な意見を出し合いながら、共通理解を深める］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

10 67 30 2 31 140 

7.1% 47.9% 21.4% 1.4% 22.2％   
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⑭ 自分の経験やもののたとえを用いて、相手を説き伏せる。 

半数弱の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３５ 指導程度［自分の経験やもののたとえを用いて、相手を説き伏せる］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

6 47 52 5 30 140 

4. 3% 33. 6% 37. 1% 3. 6% 21.4％   
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(4) 模擬授業の学習指導案（例） 

 

1） 図表３６ 中学校第３学年 理科 学習指導案  
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 2)  図表３７ 小学校第６学年 国語科 学習指導案 
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  3) 図表３８ 小学校第５学年  社会科  学習指導案（１） 
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    図表３９ 小学校第５学年  社会科  学習指導案（２） 

    
 



 42 

 4) 図表４０ 小学校第４～６学年  総合的な学習の時間  学習指導案（１） 
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 図表４１ 小学校第４～６学年  総合的な学習の時間  学習指導案（２）  
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(5) 基調講演 （福岡セミナー[5/28]  一般社団法人 日本教育情報化振興会 会長 赤堀 侃司） 
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４．学習教材開発 

 
 過去、平成２２年度から平成２７年までの５年間を通じてコミュニケーション力を育成するための授業
例を中心としてまとめた教材（研修モジュール）を開発した。今回は、学校や地域での研修会で実施した

りしてきた２１世紀型コミュニケーションを育成するツールとしてのタブレット端末、ホワイトボード、

思考ツールのマッピングをもとに、その活用効果や授業での活用における留意点について深めていった。

開発した教材（研修モジュール）は、以下の構成となっている。 

 

図表４２ 学習教材（研修モジュール）の内容 

 タイトル 構成 

Ａ ブレーンストーミング・

ＫＪ法 モジュール 

参加型の学習方法である「ブレーンストーミング」及び「ＫＪ法」

を体験するワークショップ 

 

 

Ｂ イメージマップ 

モジュール 

イメージマップの基本から応用までを体験するワークショップ 

 

 

 

Ｃ ホワイトボード 

モジュール 

21 世紀型コミュニケーション力とは何かを理解し、ホワイトボ

ードの特性を体験するワークショップ 

 

 

Ｄ タブレット端末 

モジュール 

タブレット端末のツールとしての特徴を理解し、その活用バリエ

ーションの充実を目指す 
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５．成果発表会 

  
 当事業の活動内容を広く広報するために、平成２８年度日本教育情報化振興会 教育の情報化推進フォ

ーラムにおいて「授業におけるコミュニケーションツールの活用（解説編） ～タブレット端末、ホワイ

トボード、マッピングをもとに～」と題した分科会 A4と「授業におけるコミュニケーションツールの活

用（模擬授業編） ～タブレット端末を活用した理科の授業をもとに～」と題した分科会 A5 を開催した。 

 

 分科会の概要は以下の通りである。 

 ・開催日時  平成２９年３月４日  分科会 A4  ９時００分～９時５０分 

                   分科会 A5  １１時１０分～１２時１０分 

 ・国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 

  ・来場者数    参加者         220名 

    <主旨説明・パネル討論> 分科会 A4 

   コーディネータ ： 放送大学          教授 中川 一史 

   パネリスト   ： 金沢星稜大学         教授 佐藤 幸江 

鹿児島大学         講師 山本 朋弘 

    <模擬授業・ワークショップ> 分科会 A5 

    コーディネータ ： 放送大学          教授 中川 一史 

                        船橋市総合教育センター    所長  秋元  大輔 

    授業者          ：  鳥取県岩美町立岩美中学校  教諭  岩崎  有朋 

 

図表４３ 成果発表会の様子 分科会 A4（趣旨説明・パネル討論）  

 

 
 
図表４４ 成果発表会の様子 分科会 A5（模擬授業・ワークショップ） 
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６．まとめ 
今年度は、５地域（金沢、大阪、福岡、仙台、東京）でセミナーを開催した。 

文部科学省から2016年 12月に出された「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指

導要領等の改善及び必要な方策等について(答申)【概要】」の「第５章 何ができるようになるか」では、

１「何を理解しているか、何ができるか(生きて働く「知識・技能」の習得)」、２「理解していること・

できることをどう使うか(未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・ 表現力等」の育成)」、３「どの

ように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか(学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう

力・人間性等」の涵養)」の３点を示している。ここで注目したいのは、〜生きて働く「知識・技能」の

習得〜という箇所である。知識・技能を、生きて働く知識・技能にするには、コミュニケーションツール

が有効活用できる。 

この取組では、これまで研修モジュールなどを制作したり、学校や地域での研修会で実施したりしてき

た２１世紀型コミュニケーション（図表４５、４６）を育成するツールとしてのタブレット端末、ホワイ

トボード、思考ツールのマッピングをもとに、その活用効果や授業での活用における留意点について深め

ていく。特にタブレット端末については、導入が進んでいるが、台数などの関係からグループでの活用場

面が多くなると予想される。そのような中、どのような授業設計をすれば、効果的なのかを解説していき

たい。さらに、グループでの有効活用がはかれるのか、タブレット端末の動的なツールである特性（図表

４７）を活かした場面とはどのような場面か、コミュニケーションの深まりや広がりが期待できる教師の

ふるまいはどのようなものか、考えていきたい。 

また、次年度はさらに活動を活性化させ７地域でセミナーを開催したい。 

 

 

図表４５ ２１世紀型コミュニケーション力の４つの分類 
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図表４６ ２１世紀型コミュニケーション能力表（各教科共通のカリキュラム骨子） 

----------------  強調的レベル ------------- → ---------------  主調的なレベル ------------- → 
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図表４７  動的なツールとしてのタブレット端末 

 

① 文章などを）読む 

② （映像などを）見る 

③ 声・音や音楽を）聞く 

④ 文字や文章を）打つ・書く 

⑤  ラインなどを）引く・（図表や写真などの上や横に）書き込む 

⑥  撮る 

⑦ 動かす 

⑧ 大きくする 

⑨ 見せる 

⑩ （デジタルテレビなどや友達のタブレットに）送る 

⑪ 保存する 

 

 

 

                                       以   上 
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１．事業の目的 
 

(1)  従来の課題 

近年、スマートフォンやゲーム機の普及とＳＮＳや無料通話アプリの登場に伴い、児童生徒のスマート

フォンの保有率が上がっている(1)。特に、高等学校の生徒は約９６％が保有しているが、生徒自身、保護

者ともその利用についてルール等を決めていないという現状があり、その結果、コミュニティサイト等で

の被害が増えている。 

当団体では、これまで情報モラルの指導を充実させるために、「ネット社会の歩き方」教材を開発する

など、情報モラル教育の指導者を育成してきた。これにより、多くの児童生徒が情報モラル教育を受ける

機会が増え、その知識を身につけつつある段階に至ったと考えている。しかし、その知識がどの程度定着

し、児童生徒がネット社会で遭遇するさまざまな場面を生き抜いていけるのかを客観的に測定する手段は、

現在までに、まだ存在していない。 

 

(2)  目的 

本取り組みでは、情報モラル指導評価指標を開発することを目的とする。具体的には、児童生徒がネッ

ト社会を生き抜いていくためには、どのような知識や対応能力が必要なのかを明確にし、それを測定する

手段として、小・中・高等学校の児童生徒を対象とした「(1) テスト問題の開発」を行う。さらに、開発

した問題を用いて「(2) 情報モラル検定試験の実施」を可能にするとともに、情報モラルに関する能力を

項目反応理論に基づいて推定するためのＣＢＴ(Computer Based Testing) である「(3) 情報モラル適応型

テストの試作」を行った。 

なお、これらは公益財団法人ＪＫＡの競輪の補助金を受け実施した。 

 

 

２．作業項目とスケジュール／作業体制 
 

(1) 作業項目とスケジュール 

  作業項目とスケジュールは下記の通りである。 

 

図表１ 作業スケジュール  
平成２８年 平成２９年

作業項目  4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月
予備会議 予備会議

委員会開催 ▼ ▼ ▼①  合宿▼
21 19 12  29-30

作問 ▲-----------------------------------▼

ＣＢＴ開発 ▲---------------------▼

成果発表会 ▼
 3
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(2) 委員会の設置  

本事業では有識者で構成する「情報モラル作問委員会」を組織して作業に取り組んだ。この委員会は、

作業スケジュールの策定、ＣＢＴ開発、テスト問題作成、成果発表会での報告等、本事業の全体を管理し

た。 

   

図表２ 委員一覧（顧問／委員長以外は五十音順） 

所属 役職及び氏名 

一般社団法人 日本教育情報化振興会 会長           赤堀 侃司（顧問） 

東京学芸大学 准教授         森本 康彦（委員長） 

柏市立大津ヶ丘小学校 教諭          井上  昇 

東京都立江高等学校 情報科主任教諭    稲垣 俊介 

京都市教育委員会 首席社会教育主事   稲葉 弘和 

八王子市立南大沢小学校 教諭        菊地 弘明 

我孫子市立新木小学校 教諭        金子 和男 

東京都立新宿高等学校 教諭        黒田 英子 

東京学芸大学附属世田谷小学校 教諭        河野 広和 

東京学芸大学附属国際中等教育学校 教諭        後藤 貴裕 

科学技術振興機構 

（埼玉県立三郷工業技術高等学校） 

          高橋 正行 

千葉大学教育学部附属中学校 副校長         三宅 健次 

帝京中学・高等学校 教諭          三輪 清隆 

八王子市立由木東小学校 主幹教諭      森田 純 

川崎市総合教育センター 

情報・視聴覚センター 

指導主事           和田  敏雄 

 

図表３ 事務局等の体制 

所属 役職及び氏名 役割 

一般社団法人日本教育情報化振興会 専務理事        森本 泰弘 責任者 

 同上 調査・研究開発部 部長 吉田 真和 総括 

 同上 総務部    担当部長 赤松伊佐代 ＪＫＡ窓口 

 

 

(3) 委員会の開催 

 委員会は３～４カ月に１回の開催を基本としたが、検討すべき議題に応じて適宜日程を前後させた。ま

た、急を要する場合にはメールによる検討・決議を行った。年度を通じて計３回の委員会を開催したが、

それぞれの開催日、議題は下記の通りである。 

 

図表４ 委員会開催実績 

開催回数 開催日 議題 

第１回 28. 8 . 12 ・情報モラル指導指標開発委員会 委員自己紹介 

・情報モラル指導指標開発について 

・執筆分担について 

・出題形式について 

・合宿およびスケジュールについて 

・その他 
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３．成果 
東京学芸大学  森本 康彦 

(1)  テスト問題の開発 

 情報モラルテストの問題は、小・中・高等学校の教員が利用することを考慮し、本団体が開発した「情

報モラル指導モデルカリキュラム表」(２) に基づいて校種別に開発した。具体的には、情報モラルに関す

る能力（以下「情報モラル能力」と呼ぶことにする）を偏りなく測定するため、情報モラル指導モデルカ

リキュラム表の５つの大目標と９つの領域がすべて網羅されるように問題を作成していった。 

まず、委員は自身が所属する校種の問題を担当することとし、その校種の問題を３０～５０問試作しても

らい、その都度全員でメール審議をしながらブラッシュアップしていった。その後、その仕上げとして一

同が集まり一泊二日の合宿を行った（図表１）。そこでは、各校種の教員らに分かれ、一問一問議論しな

がら、問題の改善と精選を行った。その結果、合宿期間内で小学校卒業段階にあたる問題８７問、中学校

卒業段階にあたる問題１３９問、高等学校卒業段階にあたる問題８８問、計３１４問を作成できた。なお、

問題形式は単数選択、複数選択のいずれかを、問題の内容に応じて当てはめた。 

小学校卒業段階（小学校レベル）の問題は、単に知識を問うものではなく、そのほとんどが行動に関する

ものとなっており、危険回避のために保護者等の大人に相談して判断することが解答になることも想定し

た。中学校卒業段階（中学校レベル）の問題は、基礎的な用語の内容が説明でき（著作権、個人情報保護、

ウィルスの特徴など）、権利、法律に基づく適切な行動、最低限のセキュリティ対策ができること（パス

ワードの設定、ウィルス対策）を求めることにした。また、高等学校卒業段階（高校レベル）の問題は、

権利、法律の深い理解とそれに基づく行動ができ（著作隣接権、不正アクセス禁止法、個人情報保護など）、

トラブル対策としての具体的な技術を持っていることを想定して作成した。 

 

図表 1 テスト問題開発のための合宿風景 

 
 

 

(2) 情報モラル試験の実施 

上記（１）で開発した問題の一部をＣＢＴに実装し、情報モラル検定試験として実施することで、受検

した学校における児童生徒の実態を測定できるようにした(3)。これにより、どこの学校においても学校コ

ードを申請するだけで、どのクラス、どの学年でも受検することが可能となる。そのデータは学校のみの

管理となり、各学校において、その学校内での情報モラルの理解度を測定することができる。 

 

＜実施概要＞ 

・受検対象：小学校、中学校、高等学校  

・問題数：小学校３０問、中学校３０問、高等学校３０問 

・受検時間：３０分 

・利用環境：Windows10／8( 8.1)／7／Vista  

・成績データ管理：実施 3ヶ月で削除 
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＜申込手順＞ 

1)  ＦＡＸで申込を行う。 

2)  情報モラル検定試験の実施に必要情報を送付する（管理者画面ＵＲＬ、管理用ＩＤ、受検者用ＩＤ、 

各パスワード）。 

3)  学校で情報モラル検定試験を実施する環境を設定する（システムのダウンロードを行う）。 

 

＜受検手順＞ 

1)  管理者画面内から受検者用ＩＤ、パスワードを印刷して配布する。 

2)  受検画面から受検者はログインを行う。 

3)  受検者は、問題に回答する。 

4)  「テストを終わる」ボタンをクリックすると各自の画面に正解数が表示される。 

5)  受検者の成績は管理者画面で確認することができる。また、ＣＳＶ形式ダウンロードすることも 

できる。 

6)  CBT試験申し込みサイト 

http://www.japet.or.jp/ActivityReport/moraltest/  

 

 

(3) 情報モラル適用型テストの試作 

   児童生徒自身が、どのくらい情報モラル能力を身につけることができているか知りたいときに直ぐに

受けることができるテストの開発を目指し、項目反応理論に基づいた適応型テストを試作した（図表２）。 

 

図表２ 情報モラル適応型テスト画面例 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

適応型テストとは、受検者の項目（問題）に対するそれまでの回答履歴から逐次的に受検者の能力を推

定しながら、その能力に最も適した項目をアイテム・バンクより抽出して出題するテストであり(4)、その

特徴として、テスト間の結果の比較が容易であること、個人のレベルにあった問題を解かせることができ、

測定精度を保ったまま問題数を減らせることなどが挙げられる(5) 試作した情報モラル適応型テストの仕

組みについて図表３を用いて説明する。 

あらかじめ、上記（１）で開発した小学校レベルの問題３０問、中学校レベル３０問、高校レベル３０

問の計９０問を、予備実験を行うことで各問題の項目パラメータである困難度・識別力を推定しておき、

問題をアイテム・バンクに蓄積する。受検者は出題された問題に回答し（図表３の①）、システムは回答

を受け取ると正誤判定を行う（図表３の②）。受検者がそれまで解いた問題の正誤の結果と各問題の項目

パラメータを用いて、受検者の情報モラル能力値を再推定する（図表３の③）。今回推定された情報モラ

ル能力値と前回の回答終了時に推定された情報モラル能力値の差が大きい場合、次の問題を出題する。そ

のとき、アイテム・バンクからその受検者の能力値を測定するにあたり最適な問題を、ここでは測定精度

が最も高くなる、つまり情報量が最大になる問題を選び（図表３の④）、その問題を出題する（図表３の

⑤）。そして、差が少なくなるまで図表３中の①から⑤を繰り返し、少なくなったときに、このテストで

測定された最終的な情報モラル能力値を、その受検者の情報モラル能力として提示する（図表３の⑥）。 

  

http://www.japet.or.jp/ActivityReport/moraltest/
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図表３ 情報モラル適応型テストの処理の流れ 

 
 

 従来、情報モラルのテストは、そのテストの基準点に達しているか否かという判定で情報モラル能力を

測ろうとしていたが、本適応型テストを用いることにより、いつだれが解いても、同一尺度上で表現され

る数値として情報モラル能力を表すことが可能になる。つまり、この情報モラル適応型テストを使うと、

受検者によって解く問題は異なるが、推定される情報モラル能力値をもとにして「小学校高学年段階」の

ように、段階的な情報モラル指導評価指標を作ることができるようになる。 

 

<参考文献> 
(1) 内閣府, “青少年のインターネット利用環境実態調査” <http://www8.cao.go.jp/youth/youth-harm/chousa/net-jittai_list.html> 

(2) 日本教育工学振興会, “「情報モラル」指導実践キックオフガイド”  < http://kayoo.org/moralguidebook/pamph_pdf/ 

index.html> 

(3) JAPET&CEC, “平成 28年情報モラル指導指標のためのテスト問題開発” <http://www.japet.or.jp/ActivityReport/kentei> 

(4) 植野真臣・永岡慶三, “eテスティング”, 培風館, 2009.  

(5) 豊田秀樹, “項目反応理論［入門編］【第２版】”, 朝倉書店, 2012. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 61 

 

(4) 情報モラルテスト受験の結果 

  平成２９年２月１７日に、我孫子市立新木小学校にて６年生（１０３名）を対象に、情報モラルテス

トを実施した結果を提示する。 

 

図表４ 情報モラルテストの回答結果 

 

注：網掛けマークは複数回答（難易度高） 

 

 

図表５  正答者数 

 

 

正当者数 正答率（103名中）
問１ 65 63.1 相手への影響を考えて行動する
問２ 103 100 他人や社会への影響を考えて行動する
問３ 95 92.2 情報の発信や情報をやり取りする場合のルール・マナーを知り，守る
問４ 97 94.1 危険に出合ったときは、大人に意見を求め、適切に対応する
問５ 44 42.7 情報には誤ったものもあることに気づく
問６ 98 95.1 健康のために利用時間を決め守る
問７ 70 67.9 認証の重要性を理解し、正しく利用できる
問８ 41 39.8 ネットワークは共用のものであるという意識を持って使う
問９ 102 99 他人や社会への影響を考えて行動する
問１０ 97 94.1 他人や社会への影響を考えて行動する
問１１ 73 70.8 協力し合ってネットワークを使う
問１２ 56 54.3 予測される危険の内容がわかり、避ける
問１３ 88 85.4 個人の情報は、他人にもらさない
問１４ 101 98 健康を害するような行動を自制する
問１５ 57 55.3 情報の破壊や流出を守る方法を知る
問１６ 103 100 他人や社会への影響を考えて行動する
問１７ 100 97 情報にも、自他の権利があることを知り、尊重する
問１８ 54 52.4 何がルール・マナーに反する行為かを知り、絶対に行わない
問１９ 72 69.9 インターネットを使う上で適切に対応できる。
問２０ 100 97 危険に出合ったときは、大人に意見を求め、適切に対応する
問２１ 96 93.2 人の安全を脅かす行為を行わない
問２２ 50 48.5 不正使用や不正アクセスされないように利用できる
問２３ 48 46.6 ネットワークは共用のものであるという意識を持って使う
問２４ 92 89.3 情報にも、自他の権利があることを知り、尊重する
問２５ 102 99 不適切な情報に出合ったときは、大人に意見を求め、適切に対応する
問２６ 103 100 不適切な情報であるものを認識し、対応できる
問２７ 100 97 自他の個人情報を，第三者にもらさない。
問２８ 83 80.5 不正使用や不正アクセスされないように利用できる
問２９ 97 94.1 契約行為の意味を知り、勝手な判断で行わない
問３０ 54 52.4 情報の破壊や流出を守る方法を知る
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 ＜考察＞ 

    ・複数回答の問題は正解率が低い。しかし、低くても４０％なので成績はよい。 

・複数回答の問題であっても７０％以上の正解率が問７、問１１、問１３、問１９、問２９は高得点 

である。 

この問に高得点が出ているという事は、「問７．認証の重要性を理解し、正しく利用できる」「問 

１１．協力し合ってネットワークを使う」「問１３．個人の情報は、他人にもらさない」「問１９． 

インターネットを使う上で適切に対応できる。」「問２９．契約行為の意味を知り、勝手な判断で 

行わない」との目標レベルにおいて高得点であるということは、インターネットのセキュリティ部 

分の知識が高い。 

・児童・生徒が１００％正解できている、「問２．他人や社会への影響を考えて行動する」、「問 

１６．他人や社会への影響を考えて行動する」を見ると、ルールやマナーの知識が高いことが分か 

る。 

・生徒個人あたりの正解数は２３問、７７％となっており、情報モラルの意識が高い。（問４０以降 

に集計している）          

 

 

 

４．成果発表会 
  

 当事業の活動内容を広く広報するために、平成２８年度日本教育情報化振興会教育の情報化推進フォー

ラムにおいて「情報モラル指導評価指標のためのテスト開発 ～情報モラル検定試験の実施にむけて～」

と題して分科会A3を開催した。 

 

 分科会の概要は以下の通りである。 

 ・開催日時  平成２９年３月３日  １６時４０分～１７時４０分 

 ・国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 

  ・来場者数    １２７名 

  ・プログラム  情報モラル指導評価指標のためのテスト開発 

    <事業説明> 分科会 A3 

   コーディネータ ： 東京学芸大学         准教授 森本  康彦 

   プレゼンター  ： 我孫子市立新木小学校        教諭 金子 和男 

帝京大学附属帝京中学・高等学校 教諭 三輪 清隆 

 

図表４ 成果発表会の様子 講義その１ 
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図表５ 成果発表会の様子 講義その２ 

 
 

 

 

５．まとめ 
 

(1) 今後にむけて 

 本取り組みでは、情報モラル検定試験のためのＣＢＴを開発し、それを実施できるようにした。また、

情報モラル適応型テストを試作した。今後は、これらを広く使ってもらうことで意見等を聴取し、テスト

問題の質を高めていくとともに、バリエーションを広げ、その量を増やしていく必要がある。２０２０年

に向けた「一人一台のタブレット活用」の実現には、情報モラル教育の充実は不可欠であるが、これらテ

ストが“児童生徒の情報モラル能力が身についたか”を判断する指標として広く使われるようになるこ

とを期待している。 

 

 指標そのものは今年度で完成となったが、今後も引き続き、ツールの作成・普及とテスト問題の改良に

取り組んでいきたい。 

 

                                         以   上 
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